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11月  9月定例会号  No.58
本会議の録画映像がインターネットでご覧になれます

大東市議会ホームページ
http://daito.gijiroku.com/gikai/

だいとうし議会だよりについてのお問い合わせ
大東市議会事務局　TEL.072－870－0763

次の定例会の開催予定日です
12月 2日（金）／本会議

（委員長報告〈決算〉・表決、議案上程・委員会付託）
 6日（火）／いきいき委員会
 7日（水）／いきいき委員会
 8日（木）／まちづくり委員会
 9日（金）／まちづくり委員会
 19日（月）／本会議（一般質問）
 20日（火）／本会議（一般質問）
 21日（水）／本会議（一般質問・委員長報告・表決）

※請願･陳情の受付期限は、11月21日（月）です。
変更となる場合がありますので、事前にお問い合わせください。

市 民 の み な さ ん と 議 会 を む す ぶ

だいとうし  議 会だより

だいとうし ・・・・・火の見やぐら（イラストは諸福１丁目）
街かどスケ

ッチ

議場コンサートを
開催します
8ページを
ご覧ください

市内には13カ所の火の見やぐらが残っています。上部に半鐘が取り付
けられたこの鉄塔は、昭和初期より各地域に設置され火災の見張り台、
警報発信台として活躍しました。



議
員
提
案
に
よ
る

一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
を
可
決

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　12
億
8
2
8
9
万
円
を
可
決

平
成
22
年
度
決
算
は
、

　
　
　
　各
常
任
委
員
会
で
審
査

9月定例会のあらまし

請
願
2
件
を
採
択

意
見
書
2
件
を
可
決

　平成23年９月第３回定例会を９月２日に開会し、
23年度の各会計補正予算、条例の一部改正などを審議
し、27日に閉会しました。22日には、今回で12回目
となる夜間議会を開催しました。

（最終ページに関係記事）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
12
億
８
２
８
９

万
円
を
増
額
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
次
）（
議
員
提
案
に
よ
る
修
正
あ
り
）
に

つ
い
て
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
賛
否
同
数
に

よ
り
議
長
裁
決
で
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
は
賛
成
全
員
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
も
の
は
、

●
委
員
会
室
の
マ
イ
ク
・
カ
メ
ラ
等
の
設
備

老
朽
化
に
伴
い
整
備
を
行
う
委
員
会
室
整
備

経
費
に
１
３
５
０
万
円

●
府
補
助
金
を
活
用
し
、
「
支
え
合
い
ま
ち

づ
く
り
大
会
」
の
実
施
、
閉
じ
こ
も
り
高
齢

者
対
策
委
員
会
の
設
置
、
見
守
り
対
策
委
員

会
に
よ
る
活
動
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
高

齢
者
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
必
要
な
備
品
購
入
の

補
助
、
以
上
の
４
事
業
を
行
う
地
域
支
え
合

い
活
動
設
置
補
助
経
費
に
４
３
０
万
円

●
平
成
24
年
３
月
末
で
統
合
と
な
る
北
条
西

小
学
校
の
跡
地
計
画
と
し
て
障
害
児
施
設
や

住
民
交
流
施
設
等
を
有
す
る
複
合
施
設
の
実

施
設
計
を
行
い
、
ま
た
、
障
害
児
施
設
の
運

営
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
会
議
を
設
置
す
る

北
条
西
小
学
校
跡
地
活
用
事
業
に
２
８
８
３

万
円

●
小
学
校
の
統
合
実
施
に
伴
い
、
北
条
・
北

条
西
小
学
校
の
通
学
路
整
備
と
、
深
野
北
・

深
野
・
四
条
北
小
学
校
の
通
学
路
の
設
計
を

行
う
学
校
通
学
路
整
備
事
業
に
４
０
７
０
万

円●
歴
史
民
俗
資
料
館
が
旧
四
条
小
学
校
に
移

転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能
を
持
た
せ
た
施
設

を
整
備
す
る
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
整
備
事
業
に
９
１
８
１
万
円

な
ど
で
す
。

　
　
　

（
金
額
は
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

　

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
次
）
の
う
ち
、
各
中
学
校
で

民
間
調
理
場
活
用
方
式
に
よ
る
給
食
を
実
施

す
る
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
給
食
運
営
事

業
（
１
億
３
７
８
９
万
円
）
お
よ
び
同
事
業

の
翌
年
度
以
降
に
渡
る
支
出
予
定
額
に
伴
う

債
務
負
担
行
為
の
追
加
補
正
（
限
度
額
＝
９

億
１
２
６
０
万
円
、
平
成
23
〜
28
年
度
）
に

つ
い
て
、
よ
り
良
い
中
学
校
給
食
の
導
入
に

向
け
た
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ

に
係
る
部
分
を
削
除
す
る
修
正
案
が
議
員
提

出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

●
「
『
飯
盛
山
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
』

を
求
め
る
請
願
書
」

●
「
『
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
小
学
６
年

生
』
ま
で
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
」

　

以
上
２
件
を
賛
成
全
員
で
採
択
し
、
そ
の

実
現
を
求
め
市
長
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の
た
め
の
新

た
な
制
度
の
創
設
、
制
度
創
設
に
伴
う
地
方

財
政
措
置
の
拡
充
、
補
助
対
象
の
拡
充
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を

求
め
る
「
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の
た

め
の
新
た
な
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見

書
」
、
中
小
業
者
に
お
け
る
家
族
従
業
者
の

労
働
の
社
会
的
評
価
、
働
き
分
を
正
当
に
認

め
、
人
権
保
障
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め
、
所

得
税
法
第
56
条
の
改
正
を
求
め
る
「
所
得
税

法
第
56
条
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２

件
を
可
決
し
、
国
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
各
会
計
決
算
は
、
所
管
の
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
に
審
査

さ
れ
ま
す
。

出前政策意見交換会を開催

　市議会では、10月１日、市民会館
２階大集会室において出前政策意見
交換会を開催しました。これは、市
民の声を議会の政策として検討する
ため、新たな取り組みとして開催し
たもので、市民の代表や各種団体の
皆様から多くのご提案やご要望をい
ただきました。

9月定例会のあらまし
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平成23年度に付近の測量を実施し、
正確な地図が作成される飯盛城址　　

一
般
質
問

今
期
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
各
議
員
が
希
望
し
た
項
目
を
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
主
な
項
目
は
７
ペ
ー
ジ
上
段
の
と
お
り
で
す
。

歴
史
遺
産
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
　

観
光
行
政
を
な
ど

　
　
　
　

豊
芦
勝
子
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

訴
訟
に
お
け
る

　
　
　

指
定
代
理
人
の
活
用
を

　
　
　
　
　
　

光
城
敏
雄
議
員
（
無　

会　

派
）

中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

岩
渕　

弘
議
員
（
大
東
維
新
の
会
）

本
市
が
係
争
中
の
訴
訟
件
数
お
よ
び
弁
護
士

費
用
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
市
が
原
告
の
訴
訟
は
１
件
、
被
告
の
訴
訟

は
９
件
、
係
争
中
の
訴
訟
に
係
る
弁
護
士
費

用
は
、
総
額
約
５
８
１
万
円
で
す
。

本
市
が
原
告
の
訴
訟
は
、
市
営
住
宅
の
家
賃

滞
納
や
住
宅
明
け
渡
し
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
１
件
当
た
り
31
万
５

０
０
０
円
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
６
３
０
万
円

の
弁
護
士
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
同
じ
よ
う
な
訴
訟
を
起
こ
す
予
定
で
す

か
。

先
の
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
毎

年
５
〜
６
件
程
度
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。

市
が
原
告
・
被
告
と
な
る
訴
訟
で
は
、
弁
護

士
で
な
い
職
員
が
代
理
人
を
務
め
る
「
指
定

代
理
人
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
営
住
宅

に
係
る
訴
訟
は
敗
訴
の
例
が
な
く
、
手
続
き

も
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
定

代
理
人
に
よ
る
対
応
が
可
能
で
す
。
弁
護
士

費
用
節
約
の
た
め
、
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

住
宅
明
け
渡
し
裁
判
は
、
弁
護
士
と
密
接
な

調
整
を
行
い
、一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
り
、

軌
道
に
乗
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
裁
判
に

お
い
て
は
弁
護
士
の
専
門
的
な
知
識
が
不
可

欠
で
す
。
職
員
に
よ
る
対
応
と
な
る
と
、
専

門
職
員
養
成
の
た
め
の
時
間
が
必
要
で
、
人

事
異
動
と
の
絡
み
も
あ
り
ま
す
。
職
員
だ
け

で
の
対
応
は
、
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
実
施
方
式
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
５
月
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
論
が
出
て

い
な
い
中
で
教
育
委
員
会
よ
り
「
24
年
４
月

か
ら
全
中
学
校
で
一
斉
に
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

方
式
で
実
施
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
今
期
定

例
会
に
予
算
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
問
題

点
に
つ
い
て
も
っ
と
検
証
し
た
上
で
、
判
断

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

早
期
か
つ
一
斉
導
入
を
第
一
義
に
考
え
ま
し

た
。
３
年
後
く
ら
い
に
再
評
価
を
行
い
、
改

善
す
べ
き
は
改
善
し
て
い
く
考
え
で
す
。

一
度
決
め
る
と
、
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
困

難
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式

で
は
、
民
間
で
調
理
し
た
弁
当
形
式
の
も
の

を
、
食
中
毒
予
防
の
た
め
20
度
以
下
で
配
送

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
冷
た
く
な
り
お
い

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
針
を
決
定
し
た

政
策
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
政
策
推
進
部
長
、

総
務
部
長
、
街
づ
く
り
部
長
、
学
校
教
育
部

長
、
指
導
監
で
す
。

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
は
他
に
も
問
題
が
あ

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
が
で
き
な
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

生
徒
個
々
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
に
は
時

間
が
必
要
で
す
が
、
業
者
と
相
談
し
な
が
ら

可
能
な
限
り
取
り
組
む
考
え
で
す
。

⑴
第
４
次
総
合
計
画
に
は
「
歴
史
的
資
源
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
的
な
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
庁
内
の
横
断
的
な

組
織
体
制
や
、
市
民
・
市
民
団
体
・
事
業
者
・

行
政
の
連
携
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
か
。

平
成
24
年
３
月
に
新
し
い
歴
史
民
俗
資
料
館

が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
庁

内
に
検
討
機
関
を
設
置
し
、
庁
内
組
織
が
確

立
さ
れ
た
段
階
で
、
市
民
や
事
業
所
な
ど
に

働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。

飯
盛
山
城
の
実
態
や
歴
史
的
意
味
の
調
査
に

つ
い
て
、
今
後
ど
う
進
め
ま
す
か
。

23
年
度
は
、
測
量
に
よ
り
正
確
な
地
図
を
作

成
し
、
そ
の
後
、
調
査
、
整
理
の
方
向
に
つ

い
て
四
條
畷
市
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

四
條
畷
市
で
は
、
観
光
振
興
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
ど

う
し
ま
す
か
。

本
市
に
は
個
性
的
で
多
彩
な
地
域
資
源
が
あ

り
ま
す
。
庁
内
の
連
携
体
制
を
整
え
、
本
市

の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
現
在
、
就
学
前
ま
で
と
な
っ
て
い
る
子
ど

も
医
療
費
助
成
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
で

き
ま
せ
ん
か
。

対
象
年
齢
引
き
上
げ
の
方
向
で
検
討
し
て
お

り
、
新
し
い
手
当
の
推
移
な
ど
を
見
き
わ
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

一般質問
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水位計が設置されている会所橋付近
（寝屋川・鍋田川合流地点、深野1丁目付近）

中
学
校
給
食
の

　
　
　

実
施
方
式
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　

古
崎　

勉
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

小
・
中
学
校
の
不
登
校
、

　
　
　
　

荒
れ
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

中
野
正
明
議
員
（
清　

新　

会
）

河
川
の
水
位
の

　
　
　

監
視
体
制
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　
　

水
落
康
一
郎
議
員
（
清　

新　

会
）

住
み
よ
い
ま
ち
と
す
る
た
め
に
な
ど

　
　
　
　
　
　

三
ツ
川
武
議
員
（
無　

会　

派
）

⑴
中
学
校
給
食
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
市

議
会
の
特
別
委
員
会
で
討
議
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
教
育
委
員
会
は
突
如
、
冷
め
て
つ
め

た
い
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
と
の
結
論
を
出

し
て
き
ま
し
た
。
温
か
い
給
食
の
提
供
、
ま

た
食
育
の
観
点
か
ら
も
自
校
調
理
方
式
が
理

想
的
で
す
。
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

平
成
24
年
度
に
８
校
一
斉
導
入
す
る
た
め
、

23
年
度
当
初
か
ら
教
育
委
員
会
内
部
で
検
討

を
重
ね
、
８
月
12
日
に
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方

式
で
実
施
と
政
策
決
定
し
、
特
別
委
員
会
に

報
告
し
ま
し
た
。
自
校
調
理
方
式
は
、費
用
、

ス
ペ
ー
ス
の
両
面
で
負
担
が
大
き
く
、
食
缶

に
よ
る
配
膳
は
給
食
時
間
を
長
く
し
、
学
校

の
日
課
表
に
影
響
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
ベ
タ
ー
と
考
え
ら
れ
る
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク

ス
方
式
を
選
択
し
ま
し
た
。
お
い
し
い
給
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
保
温
面
の
課
題
に
つ

い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑵
府
の
「
教
育
基
本
条
例
」
案
は
、
知
事
が

学
校
教
育
目
標
を
設
定
す
る
、
府
教
育
委
員

罷
免
の
条
項
を
定
め
る
な
ど
、
教
育
の
政
治

的
中
立
性
を
根
本
か
ら
覆
す
も
の
で
す
。｠

教

育
長
の
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

提
案
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
時
々
の
為
政
者
の
考
え
で
、

直
接
的
に
教
育
現
場
の
指
揮
が
執
れ
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
、
あ
る
中
学
校
の
１
年
生
の
落
ち

つ
き
の
な
い
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
実

態
と
対
策
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
４
月
の
入
学
当
初
か
ら
10
人
程
度

に
よ
る
授
業
妨
害
や
迷
惑
行
為
が
起
き
ま
し

た
。
当
該
生
徒
や
保
護
者
へ
の
指
導
、
面
談

の
実
施
、
生
徒
指
導
の
対
応
に
つ
い
て
学
校

通
信
等
に
よ
る
保
護
者
、
地
域
へ
の
周
知
、

ま
た
学
校
公
開
を
実
施
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

に
協
力
を
求
め
、
府
教
委
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
や
警
察
と
も
連
携
し
、
問
題
解
決
に
努
め

ま
し
た
。
２
学
期
に
入
り
、
状
況
の
改
善
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
生
徒
は
小
学
５
、
６
年
生
の
頃
か
ら
嫌

が
ら
せ
、
い
じ
め
を
受
け
続
け
、
恐
怖
心
か

ら
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
基
礎
を
養
う
大
事
な
と
き
に
学
校
へ

通
え
な
い
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
迷
惑
行
為

や
非
行
を
重
ね
な
が
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒

が
い
ま
す
。不
登
校
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

校
区
の
自
由
選
択
制
を
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

校
区
の
自
由
選
択
は
、
今
後
ま
す
ま
す
議
論

さ
れ
て
い
く
内
容
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
い
じ
め
に
起
因
す
る
も
の
や
、
特
定
の

理
由
に
よ
り
そ
の
学
校
に
行
く
の
が
非
常
に

困
難
と
い
う
場
合
は
、
校
区
を
弾
力
的
に
取

り
扱
う
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑴
寝
屋
川
、
恩
智
川
流
域
に
住
む
市
民
に

と
っ
て
、
豪
雨
時
の
河
川
の
水
位
上
昇
は
、

堤
防
の
形
状
か
ら
把
握
が
困
難
な
こ
と
も
あ

り
、
夜
間
な
ど
は
特
に
不
安
で
す
。
河
川
の

水
位
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
把
握
し
て
い
ま

す
か
。

府
の
寝
屋
川
水
系
改
修
工
営
所
か
ら
会
所
橋

地
点
の
水
位
の
数
値
が
本
市
に
送
信
さ
れ
、

そ
の
数
値
を
街
づ
く
り
部
に
設
置
さ
れ
た
テ

レ
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
監
視
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
寝
屋
川
、
恩
智
川
、
そ
れ
ら
の
合
流

し
た
下
流
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
点
カ
メ
ラ
を

設
置
で
き
ま
せ
ん
か
。

府
に
よ
り
枚
方
市
内
に
３
カ
所
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
緊
急
性
、
重
大
性
に
鑑
み
、
設

置
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
一
日
も
早
く

全
校
同
時
に
全
員
喫
食
で
行
わ
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
自
校
調
理
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方

式
、
親
子
方
式
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
の

う
ち
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
最
適
な
も
の
は

ど
の
方
式
で
す
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
校
舎
等
の
状
況
か

ら
施
設
整
備
が
最
小
限
で
よ
い
こ
と
、
早
期

の
導
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
し
、
民
間
調
理
場
を
活
用
し
た
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
が
本
市
中
学
校
に
と
っ

て
最
適
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。

⑴
市
民
目
線
の
政
治
と
市
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、行
政
と
議
会
の
協
調
に
よ
り
、

本
市
を
本
当
に
住
み
よ
い
ま
ち
へ
と
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
市
長
の
基
本
的
な
考
え
方
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

本
市
の
目
指
す
方
向
は
、「
い
き
い
き
安
心

の
ま
ち
」
と
「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」

で
す
。
そ
の
た
め
、
市
は
、
高
齢
者
な
ど
へ

の
手
厚
い
福
祉
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充

実
、
い
き
い
き
と
し
た
企
業
活
動
へ
の
支
援

な
ど
を
基
本
方
針
と
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
無
駄
を
排
除
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
施
策

に
つ
い
て
市
民
に
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
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寝屋川市との境界にある水路（北楠の里町）
水路の左側が寝屋川市

東
部
地
域
の

　
　
　

公
共
交
通
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　

飛
田　

茂
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

住
道
駅
南
側
に
交
番
を
な
ど

　
　
　
　
　
　

大
谷
真
司
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

大
東
市
議
会
の
実
態
と
他
と
の

比
較（
平
成
22
年
度
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

松
下　

孝
議
員
（
無　

会　

派
）

⑵
台
風
12
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
奈
良
県
や
和

歌
山
県
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
飯
盛
山
を
背
負
う
本
市
は
大
丈
夫
で

す
か
。

深
層
崩
壊
は
、
山
地
の
深
部
に
あ
る
岩
盤
が

崩
壊
す
る
こ
と
で
起
こ
り
、
多
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
す
。
一
般
的
に
前
兆
現
象
が
乏
し

く
、
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
複
雑
な
こ
と
か
ら
、
最
も

対
応
が
困
難
な
自
然
現
象
の
一
つ
で
す
。
生

駒
山
系
の
深
層
崩
壊
を
本
市
だ
け
で
検
討
、

対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
府
と
協
調
し

て
い
く
考
え
で
す
。

税
金
の
使
わ
れ
方
に
政
治
家
や
公
務
員
の
無

駄
、贅
沢
、優
遇
を
感
じ
た
有
権
者
は
、不
満
・

不
信
・
反
感
の
投
票
行
動
を
し
ま
す
。
本
市

の
議
員
報
酬
は
約
９
９
０
万
円
で
す
。
市
民

の
平
均
年
収
、
他
市
の
議
員
報
酬
は
？

市
民
の
平
均
年
収
は
約
４
６
０
万
円
、
議
員

報
酬
は
、
門
真
・
守
口
・
交
野
・
四
條
畷
の

各
市
で
月
額
約
３
万
円
〜
７
万
円
の
減
で
す
。

本
市
の
議
員
定
数
は
17
人
で
す
。
他
市
は
？

議
会
自
身
が
改
革
の
姿
勢
を
示
す
、
市
民
の

声
に
応
え
る
と
の
理
由
で
、
寝
屋
川
市
が
32

人
か
ら
28
人
に
削
減
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
議
会
の
視
察
は
、
全
議
員
研
修
、
常
任

委
員
会
視
察
、
議
会
運
営
委
員
会
視
察
が
あ

り
、
費
用
は
１
人
１
回
当
た
り
約
３
万
円
〜

７
万
円
で
す
。
北
河
内
７
市
の
状
況
は
？

全
議
員
研
修
は
他
市
で
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
常
任
委
員
会
は
門
真
市
以
外
で
実
施
、

議
運
は
寝
屋
川
・
四
條
畷
の
各
市
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
市
議
会
議
員
に
支
給
さ
れ
る
政
務
調
査
費

は
月
額
８
万
円
で
す
。
他
市
の
状
況
は
？

北
河
内
で
は
、
寝
屋
川
市
の
月
額
８
万
円
〜

守
口
市
の
３
万
円
で
す
。
社
会
経
済
情
勢
や

議
会
改
革
の
一
環
で
削
減
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
身
分
待
遇
に
関
す
る
こ
と
は
、
議
会

の
意
向
が
主
と
な
り
ま
す
。ど
う
し
ま
す
か
。

市
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
適
切
な
報

酬
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
以
前
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
東
部
の
交
通

不
便
地
域
問
題
は
、
い
ま
だ
解
決
し
な
い
ま

ま
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
全
国
各
地
の
交
通
不
便
地
域
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
こ
れ
ら
を

参
考
に
、
積
極
的
に
取
り
組
め
ま
せ
ん
か
。

各
地
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
地
域
特
有
の
課

題
を
解
消
す
る
た
め
の
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
龍
間
自
治
会
が
、
平
成

22
年
度
の
提
案
公
募
型
委
託
事
業
と
し
て

「
龍
間
便
利
協
働
隊
」
を
発
足
さ
せ
、
買
い

物
の
代
行
・
同
行
、
草
刈
り
、
掃
除
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
23
年
度
は
補
助
金
が
切

れ
て
い
ま
す
が
、
活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。地
域
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

行
政
と
の
協
働
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
し
、

協
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
北
楠
の
里
町
と
寝
屋
川
市
・
四
條
畷
市
と

の
境
界
に
あ
る
水
路
に
つ
い
て
、
管
理
責
任

は
本
市
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
た
と
え

ば
輪
番
制
な
ど
、
応
分
の
負
担
を
寝
屋
川
市

に
も
求
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

寝
屋
川
市
側
か
ら
汚
水
や
ご
み
が
流
れ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
、
美
し
い
水
路
を
保
つ
と
い

う
観
点
か
ら
、
負
担
を
分
け
合
う
よ
う
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑴
大
阪
府
の
刑
法
犯
発
生
率
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
ワ
ン
で
あ
り
、
そ
の
府
下
で
も
本
市
の
発

生
率
は
高
い
方
に
位
置
し
て
い
ま
す
。一
方
、

住
道
駅
南
側
周
辺
は
近
年
急
速
に
整
備
が
進

み
、
乗
降
客
も
大
変
多
く
な
り
ま
し
た
。
市

民
の
安
全
へ
の
不
安
感
は
増
し
、
駅
交
番
を

望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
駅
前
の
末
広

公
園
に
交
番
を
設
置
す
る
こ
と
は
法
的
に
可

能
で
す
か
。
ま
た
、
四
條
畷
警
察
に
交
番
誘

致
の
働
き
か
け
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

公
園
内
に
交
番
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
都
市

公
園
法
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
四
條
畷
警
察
の
見
解
は
、
現
状
で
は
交

番
の
増
設
は
困
難
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
民

が
治
安
等
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

⑵
台
風
12
号
で
は
、
奈
良
県
・
和
歌
山
県
の

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
に
お
い

て
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
犠
牲
者
が
出
ま
し

た
。
本
市
に
お
け
る
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

発
令
の
プ
ロ
セ
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告
は
災
害
発
生
時
、
避
難
指
示
は
市

民
の
生
命
を
第
一
と
し
て
決
定
す
る
も
の
で

す
。
土
石
流
の
危
険
に
伴
う
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
は
、
府
・
気
象
庁
の
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、
パ
ト
ロ
ー
ル
情
報
、
市
民
か
ら
の
通

報
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
、
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
市
長
が
発
令
し
ま
す
。

5

一般質問



特
別
支
援
学
級
に
も

　
　
　
　
　
　

エ
ア
コ
ン
を
な
ど

　
　
　
　
　
　

大
束
真
司
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　

教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

寺
坂
修
一
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

⑴
こ
こ
数
年
で
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
数
が
倍
増
し
て
い
ま
す
。本
市
の
全
小
・

中
学
校
の
普
通
教
室
に
は
す
で
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
別
支
援
学
級

の
教
室
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
７
月
26
日
に
は
エ
ア
コ
ン
設
置

を
求
め
る
要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

平
成
24
年
度
予
算
に
設
置
費
用
を
盛
り
込
め

る
よ
う
準
備
を
進
め
、
予
算
案
が
通
れ
ば
、

早
期
に
設
置
し
て
い
く
考
え
で
す
。

設
置
が
24
年
夏
に
間
に
合
わ
な
い
教
室
に

は
、
た
と
え
ば
扇
風
機
を
備
え
る
な
ど
、
熱

中
症
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

何
ら
か
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑵
本
市
の
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
は
、通
院
、

入
院
と
も
就
学
前
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
が
、
府
下
で
は
平
均
以
下
の
状
況
で
す
。

い
き
い
き
委
員
会
で
は
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
拡
充
を
求
め
る
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
医
療
費
の
支
援
は
、
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
対
象
年

齢
引
き
上
げ
の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

内
容
や
実
施
時
期
は
、
府
下
各
市
の
実
施
状

況
や
、
24
年
度
か
ら
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
新
し
い
手
当
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

学
校
の
荒
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

解
決
に
は
保
護
者
や
地
域
の
人
な
ど
、
大
人

の
教
育
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
生
涯

学
習
体
制
と
環
境
は
十
分
で
す
か
。

本
市
に
は
、
平
成
24
年
度
に
３
館
体
制
と
な

る
図
書
館
を
は
じ
め
、
公
民
館
、
文
化
ホ
ー

ル
な
ど
多
く
の
生
涯
学
習
施
設
が
あ
り
、
市

民
サ
ー
ク
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動

し
、
各
施
設
自
体
も
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
２
回
の
冊
子
発
行
に
よ
り
市

民
に
文
化
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
考
え
で
す
。

児
童
生
徒
が
本
市
の
歴
史
と
文
化
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら

を
学
ぶ
機
会
を
ど
う
つ
く
り
ま
す
か
。

23
年
度
に
地
域
教
材
『
わ
た
し
た
ち
の
大
東

市
』
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
し
た
。
地
域
に

愛
着
と
親
し
み
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
に
資

す
る
と
考
え
て
お
り
、
主
に
小
学
３
〜
４
年

生
の
社
会
科
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
へ
の
愛
着
心
を
育
て
る
た
め
、
す
べ
て

の
教
員
を
対
象
に
、
本
市
の
歴
史
と
文
化
を

学
習
す
る
研
修
会
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
か
。

初
任
者
教
員
を
対
象
に
、
市
内
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
施
設
の
見
学
・
体
験
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
教
員
が
本
市
へ
の
理
解
を
深

め
、
愛
着
を
持
て
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
会
を
傍
聴
し
て

　　

定
例
会
の
最
終
日
は
、
大
勢
の
傍
聴
の

中
、
各
議
案
の
表
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
の
表
決
に
対
す
る
関
心
か

ら
、
大
勢
の
方
が
傍
聴
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

給
食
の
実
施
に
は
自
校
調
理
方
式
、
共

同
調
理
場
方
式
、
民
間
調
理
場
活
用
方

式
、
親
子
方
式
の
４
つ
が
あ
る
中
、
詳
し

く
説
明
さ
れ
、
勉
強
し
て
い
る
議
員
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
よ
り
全
中
学
校
一
斉
・
全
員
喫

食
で
実
施
す
る
た
め
、
会
派
を
越
え
て
、

市
民
の
た
め
の
方
式
を
早
期
に
決
め
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

（
Ｈ
．Ｉ
．）

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
は

　

民
意
を
反
映
し
た
結
論
か

　　

９
月
議
会
で
は
、
中
学
校
給
食
に
関
す

る
質
問
が
複
数
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
来
年
４
月
よ
り
民
間
調
理
場
を
利
用

し
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
で
の
実
施
が

提
案
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
少

し
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
実
施
ま
で
に

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
し
っ
か
り
意

見
を
聞
く
な
ど
し
、
慎
重
な
議
論
が
な
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

夜
間
会
議
は
多
数
の
市
民
が
傍
聴
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
本
会
議
や
委
員
会
等
の

様
子
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
視
聴
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
開
か
れ
た

議
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
Ｒ
．Ｔ
．）

た
く
さ
ん
の
議
会
を
傍
聴
し
て

　　

議
員
が
一
問
一
答
で
行
政
側
に
質
問
す

る
市
議
会
本
会
議
の
一
般
質
問
は
、
何
度

と
な
く
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
員
が
一
生
懸
命
調
べ
て
き
て
、
こ
う

し
て
欲
し
い
と
言
う
、
そ
れ
に
つ
い
て
行

政
側
が
答
え
る
、
そ
の
繰
り
返
し
の
中

で
、
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
て

い
く
。
こ
の
様
子
を
見
て
い
つ
も
思
う
こ

と
は
、
議
員
は
市
民
の
代
表
で
あ
り
、
も

っ
と
も
っ
と
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
市
政

に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
だ
ま
だ
、
市
民
の
声
が
届
い
て
い

な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。　

（
Ｓ
．Ｍ
．）

6

一般質問/市議会レポート



［１］岩渕　弘　議員
　●　幼稚園、小・中学校での国旗・市旗の掲揚
　●　北条西小学校の跡地活用問題について
　●　各中学校での生徒指導の取り組みについて
　●　寝屋川、恩智川のごみ対策について
　●　赤井公園のフェンス張り替えの要望について

［２］水落康一郎　議員
　●　コンビニなどでの住民票等の交付について
　●　国民健康保険特別会計の健全化について
　●　中学校における武道の必修化について
　●　河川の水位の監視体制について
　●　中学校給食について

［３］古崎　勉　議員
　●　震災被災地への持続的な支援について
　●　避難所への自家発電装置等の設置について
　●　太陽光パネルの設置補助について
　●　地域防災計画の見直しについて
　●　新しい歴史民俗資料館の展示内容について

［４］大束　真司　議員
　●　子どもの学ぶ意欲を高める体験教育について
　●　子ども医療費助成制度の拡充について
　●　公会計制度の改革について
　●　大型ごみのインターネット申し込みについて
　●　地域猫対策について

［５］中野　正明　議員
　●　小・中学校の不登校、荒れ問題について
　●　事業仕分けについて
　●　ハザードマップの作成・配布について
　●　介護保険制度の見直しについて
　●　幼保一元化について
 
［６］三ツ川　武　議員

　●　本市を本当に住みよいまちとするために
　●　スポーツと文化を活用したまちづくり
　●　地域自治会制度の改革について
　●　豪雨による大規模な土砂災害への対策
　●　市の契約に係る地元企業への配慮について

［７］松下　孝　議員
　●　大東市議会の実態と他との比較について
・議員報酬・議員定数の他との比較
・年２～３回の議員視察の費用と他との比較
・議員に支給される政務調査費の他との比較
　●　議員の身分・待遇に関する問題について

［８］大谷　真司　議員
　●　住道駅周辺の駐輪対策とマンパワーの活用
　●　住道駅周辺エリアの名称について
　●　東日本大震災の被災地支援について
　●　今夏の本市における節電効果について
　●　債権回収グループの取り組みについて

［９］飛田　茂　議員
　●　東部山間地域の公共交通問題について
　●　飯盛山荘の利用状況・存廃問題について
　●　寝屋川市との境界水路の管理責任について
　●　北条踏切改修の進捗状況について
　●　障害のある市民が安心して暮らせるために

［10］豊芦　勝子　議員
　●　子育て支援について
　●　子ども・子育て新システムについて
　●　小規模校の利点について
　●　歴史遺産を活かした観光行政について
　●　特定健診項目の充実と費用負担の軽減を

［11］光城　敏雄　議員
　●　公務中の交通事故と損害賠償金額について
　●　書類の保管年数に明確な価値基準を
　●　外郭団体への職員ＯＢの就職について
　●　訴訟における指定代理人の活用を
　●　外部委員による客観的な入札監視委員会を

［12］寺坂　修一　議員
　●　昼からの授業に体験的学習の取り入れを
　●　塾に通っている児童への補助金制度の創設
　●　三箇城跡の発掘調査の実施について
　●　地域型ミニ図書館の設置について
　●　コミュニティバスの広域化について

※掲載は発言順

一般質問の主な項目（茶色の項目は3～6ページにその質疑の要約を掲載しています）

２日

５日

６日
７日
８日
13日

21日

22日
26日

27日

　●　本会議（第1日目）
　●　議会活性化推進協議会
　●　会派代表者会議
　●　公立中学校の給食に関する特別委員会
　●　大東市農業委員会
　●　いきいき委員会
　●　いきいき委員会
　●　まちづくり委員会
　●　議会活性化に関する専門部会
　●　会派代表者会議
　●　大東市表彰審査会
　●　大東市マナー条例の制定に関する専門部会
　●　会派代表者会議
　●　議会運営委員会
　●　議会市民レポーター会議
　●　本会議（第2日目）夜間議会
　●　本会議（第3日目）
　●　議会運営委員会
　●　本会議（第4日目）
　●　議会運営委員会

１日
２日
４日
５日

６日
７日～８日

８日
13日
14日
15日
19日

20日

21日～22日

25日
28日

　●　公立中学校の給食に関する特別委員会行政視察
　●　出前議会報告会
　●　全国市議会議長会社会文教委員会
　●　合同委員会報告会
　●　議会運営委員会協議会
　●　大東市マナー条例の制定に関する専門部会
　●　公立中学校の給食に関する特別委員会行政視察
　●　東部大阪治水対策促進議会協議会他都市治水対策
　事業視察
　●　大東市農業委員会
　●　歴史文化的史跡の保存と整備に関する特別委員会
　●　東大阪都市清掃施設組合臨時議会
　●　河北市議会議長会
　●　新駅設置と市内3駅周辺整備・交通問題に関する
　調査研究特別委員会
　●　議会運営委員会協議会
　●　大東市農業委員会
　●　淀川左岸治水促進期成同盟総会
　●　議会運営委員会行政視察（三重県四日市市・愛
　知県高浜市）
　●　大阪広域水道企業団議会臨時会
　●　飯盛霊園組合議会

　　28日

6月

7月

１日～２日 　●　まちづくり委員会行政視察（宮崎県都城市・鹿
　児島県薩摩川内市）

8月

9月

　●　公立中学校の給食に関する特別委員会

４日～５日
９日
10日
19日
23日

25日
26日

　●　いきいき委員会行政視察（新潟県長岡市・柏崎市）
　●　公立中学校の給食に関する特別委員会
　●　大東市農業委員会
　●　大阪府市議会議長会総会・研修会
　●　学校統合と跡地・教育環境、学力向上に関する
　特別委員会
　●　片町線複線化促進期成同盟会総会
　●　全議員議案説明会
　●　議会運営委員会
　●　大東市マナー条例の制定に関する専門部会

（平成23年6月第2回定例会以降のもの　H.２３.６.２４～H.２3.９.２7）議
会

は、
こん
な活動をしています！

7

一般質問項目／議会活動日誌



古紙配合率70％再生紙を使用しています。
白色度は70％です。

付議された議案の審議結果  9月定例会
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会派・議員名（議席順）

○賛成　×反対

件　　名

平成23年（2011年） 11月1日発行　編集・発行／大東市議会
〒574ー8555 大東市谷川1ー1ー1  TEL.072ー872ー2181（代）・072ー870ー0763（ダイヤルイン）・FAX.072ー872ー3820

■夜間議会を開催
　夜間議会を9月22日に開催
し、開会前に「大東市の教育に
ついて」と題して大東市教育
委員会委員長の小南市雄さん
にご講演いただきました。
　また、夜間議会では、各会派
の議員が一般質問を行い、教
育・人権関係団体の皆様など
48名の方が傍聴されました。

議場コンサートを開催します
　１２月１９日（月）午後1時から、市議会本会議場に
おいて議場コンサートを開催します。
　また、議場コンサート終了後、各会派の議員による
一般質問を行います。質問議員は次のとおりです。
１：２０～２：１０　中野 正明 議員（清　新　会）
２：１０～３：００　岩渕　 弘 議員（大東維新の会）
３：２０～４：１０　寺坂 修一 議員（公明党議員団）
４：１０～５：００　豊芦 勝子 議員（日本共産党議員団）
みなさまの傍聴をお待ちしています。

市税条例の一部改正 

一般会計補正予算（第１次）
　　修正案

 　　　　　　　　　修正部分を除く原案

国民健康保険特別会計補正予算（第１次） 

交通災害共済事業特別会計補正予算（第１次） 

下水道事業特別会計補正予算（第１次） 

火災共済事業特別会計補正予算（第１次） 

介護保険特別会計補正予算（第１次） 

マナー条例 

公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例 

市税条例 

環境基本条例 

都市公園条例 

市立総合文化センター条例 

特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例 

「飯盛山にバイオトイレの設置」を求める請願書

新しく生まれ変わる大東市立療育センターを中心とした
療育環境の維持・拡充を求める請願書

「子ども医療費助成の小学６年生」までの拡充を求める請願書 

学校施設の防災機能向上のための新たな制度創設を求める意見書 

所得税法第５６条の改正を求める意見書

財産の取得 （市立東部図書館および市立歴史とスポーツふれあい
センター家具等備品の購入契約）

財産の取得 （市立歴史民俗資料館展示室備品の購入契約） 

財産の取得 （市立東部図書館の所蔵用図書の購入契約） 

議員の派遣

条例の制定
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結果

大阪中央環状モノレール建設促進議会協議会委員の選出 選出議員　 水落康一郎議員、 寺坂修一議員、 岩渕　弘議員
※中谷　博議員は欠席
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